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（経済社会における動き）
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聖域なき行財政改革や規制改革が進んでいます。

・本年4月1日、日本郵政公社設立。また、民間事業者による郵便事業への参入が可能に。
・公的部門縮小の観点から特殊法人等整理合理化計画の具体化が進捗（平成14年までに、対象163法人ゐうち
118法人が廃止、独立行政法人化ないし民営化等に向け法改正等の所要の措置。特殊法人等向け財政支出
について、14年度予算で対前年度比約1兆1，∝紗億円、15年度予算で対前年度比1兆1．∝氾億円（特殊法人等
から移行する独立行政法人等向けを除くと約2，4∝I億円）を削減）。

・PFl（Priv3teFinanGehitiative）が普及。公務員宿舎（東京都北区、目黒区、名古屋市、枚方市）、国立大学等
（11大学14事案）、公立学校（調布市、市川市、野洲町、四日市市）、ケアハウス（東京都中央区、杉並区、市
川市、高浜市）、保育所（市川市）、病院（高知市、近江八幡市、八尾市）、プレジャーボート係留保管施放く神
戸市）、中央合同庁舎第7号館（千代田区）、コンテナターミナル（北九州市）、公共賃貸住宅（広島市）、廃棄物
処理施設（留辺葵町、大館市、寄居町、田原町、倉敷市）などの実績があがってきている。

（最近の主要な取り組み）

・規制改革の推進
顔1J卒働1らの」紆余部材御仁よる2卒膠の湖によっこ登脚サービスゑ呼値ガ・勧・ガ靡・身薪女とノを中心に紺
暦鱈舵につ融巧脚脾鵡また、燈薗桝屋榔朗んつつ、甜・舶・身寮分野善における鹿相身の参メ8
「訪酌吼

・特殊法人等整理合理化計画の推進
廠東京叡覿卿の点ぎ舵など薇鹿砦メ等身屠倉動〟厨堀船のための1β厳粛を今磨雌也
・道路関係四公団の改革
抑邸数野点靴が鰭賓月余の蕨見事！湖1碑みヴノを基本の仁＃身するとの方針の下　郎物貞鉾此仁何げt願瑚〝、
丘：寿善を盾砂丘
・政策金融機関の見直し
屠蕨棚余慶の屠蘇「平成14卓12βノあ租、屠劇押せ見原めつつ、さら仁摩ガを潜める

・公益法人制度等改革．大絹（仮称）の策定に何／欄が・紺戟

輪会借入逼鱒零†こ祥ラ赤字（珊年度対比増分）
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（経済社会における動き）
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事後≠芸ックを董視ず葛社会へ転換しつつあります。

・行政機関情報公開法施行（平成13年4月）。開示請求件数は、施行後1年間で約4万8千件（なお、独立行政法
人並びに一部の特殊法人及び認可法人を対象とした独立行政法人等情報公開法が14年10月に施行）。

・司法制度改革推進計画に従って、法曹人口拡大に向けた取組みが進行（司法試験合格者数　平成13年度990

人→14年度1．183人）。

（最近の主要な取り組み）
・政策評価の活用
庁密妙∫行う虎潜の紺仁膠す石彦粛叡好庁「嘲11草4万六度醇の企画立秦や予算の構成仁者た久J評虚切願患者卯に甜・
暦屠すづこととん手い説

・司法制度改革の推進
彦ガオ勃踪脚の虐めの劇厳密勧励乙粛脚の戯批仁鄭する彦鼻欝善ガ勘譲を今厨資産銑

競争基盤の整備が進んでいます。

（最近の主要な取り組み）
・商法の改正
が費力務倍音の舟如1ら、虜潜を脚に紘1併呈総会の〃准、ヌ′ズ久オブゝ曾ン脚i夢等仁ついて．属鎗11卒4月から應民会
盆の虔ノ欺け、読式事の見直しについて1碑4月から薗統
・公正取引委員会の内閣府移行
／公丘密封委月余を胡粉の芽局に移行させるための鄭鰐修辞の善がに好ナ石庭泉蒙／を免許金時風光

・知的財産権保護の強化
平鹿摘草2月、棚．基本勝を線路革3月、棚に知が蜘彪本筋繊また物柳甜席末軌に潜って　知娩皆
臆を窟書する勅品の一水虎創財産舷を囲る郵船柑度正案、遥逓わ，つ劇虜か豪査・副の斉努を釦研摩草紙寿を今国禁仁
が鑑
・特許権等に関する訴えの専属管轄化
繊一つ席度に楯鋳棚を貫する磨棚者に膠す石」貯まの．好一きめ豹膵教黙許座談右脚噺へ、塀の紺を
期首尊者噺へそれぞれ黒霹1とす盲こと者を触す石塀吉相勝者の一都を併置する勝者秦ノを今上罫会に路盤
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・介護 保険 制 度 が 着 実 に発 展 。全 国紺 こサー ビス利 用 が 増 え、利 用者 の 8 割 以上 が 満 足 、牒 ぼ 満
足 と回答 。
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（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）

・社 会 保 障全 体 に つい て、制 度横 断 的 な検 討 を劇娩 唐 相 好までに一彦 礪 顔の應クまと仇

・屋鰍 ついては 朗 甜 廉 をチ久 将来にわ度ク良質で顔率棚 を厨居が尊 者できるよ久 平成14卒貯 え
膚汝彦革を行う∠せる仁．伽 て功診療 報 酬 本 体 の マイナ ス改 定 「ァィナ．ス2 7％ノを行った

・薬 価制 度 の 改 定 「聯 14零度 ノ仁よって．座楯 あ者く解 す石一才、姪発品のある鍾屠虚の蔀 豹摘 建推
傾乙紺碧を1．7 ％タ／き下げ告
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（経 済 社 会 に お け る 動 き ）

・公 共 事 業 の 再 評価 に より、最近 4 年 間で 合 計2 30 事 業が 中止 に

（平 成 10 ～ 13 年度 、国 土交 通 省 関 係 ）。

選 顎 提 蔓 翳 監 監 謹 ．薫苛 7－無 事　　　　 。て＿．、　 蜘i・＿遷 し琵　 障 草蔑 郵 薫 棄 1・一　　　　 斉
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・最 近 5 年 間 で実 際 の公 共 工 事 コス トが 18 4 ％減 （平成 9 ～ 13 年度 、国 土 交通 省 関係 。なお、施策 効

果 に よる低減 は 11．7％ ）。
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＝平成1 5年度以降の5 旨年間を計画期間

0 対象とする社会資本整♯事案

遵鱒、交通安全総数鉄軋空港、潅1 、鋭慮■　 7
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○鴫淑川水系耐水聖地城整

傭事業（宮城県）

○松前港　 本港地区地域生活基盤

（北海道開発局）

化

（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）
‘事… 臭を増贈せるた… として抽 琴

ニも1・

こう
、1
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：与盲

要語 藍 、つ効率棚 胤 董

・公 共 事 業 関 係長 期 計 画 、緊 急措 置 法 の 見 直 し 0 兵庫県低地対策事業（八家川） ○秋 田港　 飯島地区多目的国際

屈し土盛 嵐好鍔の蹄 の公共事業脚 崩訝犀を「≠‘1巴 厨虜策定の富 点をj従来の′観 からアク′カム夙虜 仁絞首 0 外面ダム（福島県） ターミナル （東北地方整備局）

L　社会資本者 醇の鼻点此 ・．効率化庸一ノ夢磨鱈するととも仁、睾脚 絆 に／甲府鑑 この度玖 虜行のガ磨柑 彦 0 百瀬ダムく富山県）

○宮川内谷川総合開発（徳島県）
0 桂川生活貯水池 （群馬県）

0 笹子生活貯水池 （山梨県）
0 片川生活貯水池 （三重県）

0 美里生活貯水池 （和歌山県）
0 里谷生活貯水池 （徳島県）

○秋 田港　 飯島地区国内物流

ターミナル く秋田県）

0 笠岡港　 笠岡地区ポートパーク
（岡山県）

○日和佐港 恵比寿浜地区園内
物流ターミナル（徳島県）

○吉海港 津倉地区マリーナ・ボート

仁基づく舟君等を月虐‘

凰

・数 値 目標 の設 定 等
国土鰯 首において裾

・汚 水 処 理 施設 整 備

L 、社会抽 象度離 軌敦寮を今盛会にがJ銑 磨。林泉 醇省二及び詳細 の脚 も麿．

も含 めた 公共 事 業 の コス ト縮 減

ト倉桝 コスノ朗 のj許厨が醐 ノ聯 ユらの絢 野でマイナスJJ％勝 仁虎屋こ

の 連 携
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務水必屠榔 爛 すづ桝 が潜について了絹 で月虚もが行わ一れるとともに．題＃蔚鱒≠者夢の老樹 0 赤棍第6砂防えん堤 パーク（愛媛県）
112九努て項嵐 （四国地方整備局） 0 久礼潅　 鎌田地区園内物流ターミ 整 慧 ある．　 必喜な重壇　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・葦

藩
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・路 上 工 事 の大 幅 な縮 減 ○市来海岸環境整傭事業 ナル（高知県）

身 中工事や貞槻 工事の三者辞好の真級慶び共用津の好好事によって、鯛 劇 評では線上ヱ車拝顔が鼎 釣 手 蒙 （鹿児島県） 0 粟国港 粟国地区地域生活基盤

の1氏〟頸物一ら〟卒虜切み甜〟針男運みノへ半威 （沖縄県）

・農 林 水 産 公 共事 業 を環 境創 造型 事 業 に転 換

j汐虜の合音の相 で粛町材が構成する切 戯 輝度紺 マスターフランノ搬 て貸窟 するなど βガと＃生 すち粛癒紺
凌ぎ事業に庭嵐
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金融安定化・産業再生に向けた取り組みが着実に進んでいます。J
‾一　　′　′LJl　　　　　　　　　　八二こら∴ふ粛㌢－

（最近の主要な取り組み）

・早期是正措置の厳格化
凰材是正措置を穿座金脚の身己廃水比率改声まで脚を∂卓からJ草臓′、よク阜勅塘営農全舵を辞す；

・早期警戒制度の活用
孝男是正i皆盾を受ける仁者らせい金廊紺ノこ村LT革め早め鴫営醇善を虔す卓脚紺勧晩

・預金保険法等改正
虎痢好鰐の見宥窟鍔を野占え玖金劇鱒厨の酪醇喀においてむ虎醇を緩算に第7することを可鰐にする虐めに劇柑靴厨する度
j已
・資産査定の厳格化

・引当に関するディスカウントキャッシュ・フロー（DCF）的手法の採用
虔蜜マニュアル仁おいて蔓勧び顧辞鵬の釘苦手彦仁ついこ∂CF勝者赦して書出、与柵1α度仔〟上
の大口虎身者仁ついてぼ、pCF勝の肋唱，まいl昔彪覿

・大口債務者に対する銀行間の債務者区分の統一
主要庁のオロ康彦者仁併るデータべ－1スゑ創許と、虜塵あ墜贈地熱蘇多度分がちりぎ行膠て奨有曲るよう、．磨榊を磨℃r
虎彦着屠‘分あ許1

・第三者割当増資時の監督上の留意点

貯行ガリ醗三者紺碧増斉を行男玖斉木宏美鋤柵・柄脚触診の度屠善、磨会遵守の点で周即せ炒者の蔚督上の磨針を好庸舵．
・地域金融機関等の組織再編

主として雌甜頗厨仁よるき＿書棚声抑府放す胡乱者から、合併善の虜の手磨き虜粛舵、慮本ぜ虜事のが暦象絆す笥虐め、金
ノ静粛紺棚芹財の好運仁膠す竃観鵬清彦あ線行¢声手打がん

・産業再生のための体制整備
赦血ヲ物影慮紺の追加をと1ニよ久多j労を再生手段を可鰐にする産業再生彦の度五泉屋碧再生頗繍厳粛を今野会仁摩嵐ま渡．
阜材着手の好行居着を絆す働僻再生ガ〟ラインソを舷

・整理回収機構を活用した中小企業再生をサポートする仕組みの整備
中小企業再生の虐めの牌新チーム豹軌監あわせこ金艶デの／二裏声行の靡概念鹿以下の紺についこ3草〟ノウにオフンヾテンス
1と仁つ戌が古館融資ず笥ノとの不磨釣抱屠首席のオフン丁テンヌ1と仁つ融1品観置／身靴そのノウとLr廊スキームあ位置付けるご
とによ久再生可辟鱈のある中〟、盛・廉の再生と、主要庁の不貞瘡麿勉者の仔超せの原音劇評石。

・中小企業再生支援協議会
呑腰に′中小金券再生貴拶劇磨碧ノを甜L、中小金蔓の呑馳岐釣貞できるよう珊酪
・事業再生ファンドの拡充、事業再生支援融資の充実

タメ威棚行による事業声量フアン′rへの鰭肋貯働1♪声融ノ。また、14噺で頭舟を修が〃千度仔→g千席
βル、出願が鹿も】乾窟仁力音でタわー金柑フアン八エア小サ金柑フアン′′多、ナ身体のフアン／瀬棚．さらに廊曹甘露
発声量′吏拶厨資産が膿rJ卿L、〟車〃ガに膿三者による事業舶金薪に夙′劇拙者L、慶寿再生7アンチ．才併せ、裏蒙再生
への風好みを鹿力に吏好中これまで．マイカル房のタンクとフ’仁摩府屋者の再碧に何げナ儲停瑚蹄叡宥庁洗1．

・事業再生保証制度（いわゆるDIP保証）の創設
虐め相手勝者において再生〝靡〉J許可事を受伏再会に虜超む中〟企寿者に対する顔必材庫裏碧再生鍔一隊腑ノ劾鍬好する息玖
中小＿企．穿盾顔顔摩あ許茸〃4草Jzダム

・売掛債権担保融資保証制度の推進
中〟滋廉者が顔見にガムで廃有もてい石見静粛膳を身鍔として金廊朋抄がを行う修倉に、腑彪常会がj採彪甘行う庖墟棚
！湖JJ辛12βノ。鍔庭承廟虚相鉄腰綴斉汗顔之虎砂虞停〝揮えず瑠在ノ。さらに虎妨軌廟繍幹や瑚打ニカ止る紺
度の厨善事勅裁皮膚射精致才色

・証券市場の退出基準の厳格化
企柵硯＿上麒止彦j声夢に排する碓鱈のある企業の中に謝朗や酵ぎ僻する企醇も鰭できているなどこ企業の卓
鰯ぎ密葬あ好んでい島
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・知的財産政策の一層の推進
「知的財産戟略本軌の発足など、政府全体をあげて取り組む体制整備等の進展が見られるが、一刻も早いr知的財産立国」の実現に向けて、知的
財産の創造・保護・流通・活用、及びこれらを支える人材育成の促進など、一層の加速が求められる。

・規制改革の一層の推進
規制改革の推進を加速化させるため、現在総合規制改革全餞は、「規制改革推進のためのアクションイラン」に基づき、r官製市場分野j（医療・福
祉・教育・農業など）を中心としたr12の重点検討事項Jについて、「遅くとも2年以内の実利を目指し、本年6月にとりまとめる答申に向け、同会餞や
規制改革捜当大臣の持っあらゆる権能を行使しつつ、審議しているところである。今後とも、より集中的・積極的な取組みが求められる。

・市町村合併のより一層の推進

市町村の坤l以上が合併を検討し、過半数が合併に向けた協熊を行っているところであるが、r市町村合併後の自治体教を1，000を目標とする」との
与党の方針を踏まえて、政府としてもこの実現に向けて市町村合併特例法の期限である平成17年3月までに十分な成果が挙げられるよう、自主的
な市町村合併をより一層強力に推進することが求められる．
・FTAを含む経済連携の推進
日・シンガポール新時代経済連携協定鋳掛は第一歩として意義がある。その後、メキシコとの政府間交渉、韓国との産学官共同研究会、ASEANと
の協級を進めており、一層の加速が求められる。

・東アジア自由ビジネス圏の創設

APECビジネス・トラベル・カード制度の開始（日本人への交付、外国人所持者の円滑適正な受入等）の準備（平成15年4月開始予定）や、貿易手続
き電子化の検討などにとどまっており、東アジア自由ビジネス圏の創投を早期に具体化すべき。

・管理会針のコスト管理手法の公的部門への導入
官房業務等については各省庁において、ABC（活動基準原価計算）による業務分析に基づき業務改革に取り組んでいるところであるが、今後、その
展開を加速するとともに、各省庁ともに他の業務への導入・展開が求められる．また、他方においても、一部の地方公共団体でABC（活動基準原価
計算）の部分的な導入がなされているが、今後、その展開を加速し導入分野を拡大するとともに、その他の地方公共団体においでもその導入・展開
が求められる。

・海外の高度人材活用のための受入環境の整備

外国人学生インターンシップの入園要件横軸への取組み等、一定の進捗は見られるが、更なる加速・推進が求められる。
・高度な知識を要する分野での人材育成
科学技術・学術審議会人材委員会における検討や科学技術振興簡整費による人材育成ユニットの整備が行われているが、さらに取組みの強化が
求められる。

・外国の高等教育機関の対日進出の促進
国際的な大学の質保証に槻する検討が進められているところ、外国の高等教育職閑の対日進出を促す環境整備についての検討を進める必要があ
る。

・特定療養費制度による保険診療と保険外診療の併用の拡大
平成14年度の診療報酬改定において、大病院における再診、医療用具の袷験、薬事法承認後で保険収載前の医薬品投与について特定療養費の
適用対象が拡大されたが、今後とも医療技術進歩と患者ニーズの多様化に対応していく必要がある。

・若年者の雇用支援

若年者の失業率は高水準で推移しており、今後請ずることとしている若年者の総合的な罷用・職業能力開発対策等の推進等を通じ、取組みの強化
が求められる。

・電力小売自由化範囲の拡大
送電分野における規律の強化、広域的な電気の洗通の促進、需要家の実質的な選択肢の拡大など、電力構造改革が着実に進捗してきたが、今後、
家庭用などへの全面自由化の実施に向けた条件を明確に殿定し、スケジュールを明示して取組むことが求められる。

・休暇の分散化、長期連続化や、休暇取得時期の多様化
秋休み等の導入が進められているが、今後更に取組みの強化が求められる。

○推進体制の明確化や関係府省等の連携強化が求められるもの
・公務員型独立行政法人の非公務員型独立行政法人化の推進
平成14年度中の非公務員型への移行はゼロ。

・グローバ／レ戦略の構築
けローバルに開かれた市場Jの構築に向けた取組みが具体化されていない。

・障害者の自立支援
諾態策の推進にもかかわらず、法定雇用率の未達成企業割合は上昇傾向にある。

・日本版バイ・ドール制度の運用
国の婁托研究から生じた特許権の委託先への帰属について、関係府省の全委託研究にまでは拡大が進んでいない。

・個人保育正

個人保証により破産に到った際のダメージ軽減や個人保柾に依存しない資金請達手段の充実等についての取組みは進んでいるが、個人保証のあ
り方等に対する基礎的な検討が求められる。

・羽田空港再拡張
本年1月「羽田空港再拡張事業に関する協議会」が開催されるなどの進展は見られるが、今後同協能会を通じ首都蟹の関係自治体と協議・調整を
行い、事業への取組みを速めることが求められる．

0状況変化を踏まえた対応が求められるもの

・競争的研究資金の改革と拡充

規模拡大に対応して、採択や打ち切りに際して一層厳正な評価の確立や、経理処理の適正化、円滑化等の改革の加速が求められる。
・用途地域制度などのあり方の検討

職住近接のニーズ等を踏まえ、中期的に、用途地域制度などの目的やそれを実現するための手法に関する基本的な検討が求められる。
・ゴミ焼却施設の整備

広域化軌こより規模の大きな施投の整備が行わ蕪ているが、リサイクル普及、人口減少等によって、焼却施設の稼働率が低いものもある。
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